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 昨年の 8 月に開催されたシンポジウム「戦後 50 年＋ 30 年としての現在から、世界に言

葉を与える」で講演した 4 人の記録に加筆・修正し、増補したものを、岩波書店は、今年

の 4 月に「もうひとつの戦後 80 年」として、ブックレットで出版している。二人の講演に

興味を引かれたので、それを紹介し、私の感想を加えたい。 

 一人は東京大学の高橋哲哉名誉教授の「来るべき『戦後』について」である。高橋氏は

下記のように語っている。〈80 年前に終わった戦争は、近代の帝国主義、植民地主義が行

き着いた果てに人類がみた「地獄を見た」極限の大戦争でした。国連憲章・前文は「われ

らの一生のうちに二度まで言語を絶する悲哀を人類に与えた戦争の惨害から将来の世代を

救う」決意から始め、基本的人権と人間の尊厳、国際の平和と安全、それらを維持するた

めの国際法による法の支配を掲げています。これらの理念を必要としたのが、未曽有の惨

禍を生き延びた人びとだったことを忘れてはならないでしょう。人権と平和、これを保障

することが国連憲章と日本国憲法に共通する基本的理念だと思います。〉この認識は、全て

の人が納得するのではないか。第一次、第二次世界大戦の惨禍を経て、人権尊重と国際平

和を共通の理念として、戦後を出発したはずである。ところが、国連の常任理事国のロシ

アや米国が、この理念を省みず、「力による平和」で暴走している。今や、世界は、大戦前

の帝国主義時代に舞い戻ったかのようである。高橋氏は、日本は「法の支配」の訴えに力

を入れてきたと言う。岸田文雄元首相は、国連総会で「人間の尊厳」を繰り返し、「法の支

配」にコミットすると宣言した。上川陽子元外務大臣は、国際司法裁判所を訪問し、当時

の所長と会談し、「『法の支配』や『人間の尊厳』のため国際裁判所が果たしている役割へ

の日本の揺るぎない支持」を表明している。国際法学者の最上敏樹氏が、国際法を無視、

冷笑することに対し、「国際法によって動く国際社会を作らなければならない、国際法よ興

れ」と言っていることに、高橋氏は強く共感すると言っている。この時代の不条理に対し、

悲しみと怒りを表しているのではないか。ロシアのウクライナ侵略は国際法違反だけれど

も、米国のベネズエラ、イラン攻撃については法的判断をしないなどと、二重基準であっ

てはならない。公平に、国際法の順守を主張できる国になることである。 

もう一人は、同志社大学の三牧聖子教授の「戦後秩序を否定するアメリカ ー  日本の選

択」である。三牧氏は下記のように分析している。米国大統領に返り咲いたトランプ氏は、

中小国の主権を軽視する発言を繰り返している。パナマ運河の返還、グリーンランドの買

収、カナダをアメリカの 51 番目の州にする、「メキシコ湾」を「アメリカ湾」に改めるな

ど、枚挙にいとまがない。ガザのパレスチナ人を追い出し、アメリカ資本の観光地にする

などと、そこで生きて、爆撃に苦しんでいる人がいないかのような発言をしている。これ

らの発言は、侵略や領土併合が国際法で禁じられていなかった 19 世紀の帝国主義、植民地

主義を彷彿とさせる。トランプ外交の特徴は価値や理念を語らず、剥き出しのパワー・ポ

リティクスに埋没していることだ。民主主義や自由などの価値を共有する友好国に対し、

高関税、軍備を増強し自国の安全保障を守れと厳しい要求を突き付けてきた。ところが、

中国やロシアなどの権威主義的軍国大国に対しては、驚くほど融和的態度を示している。

中・小国を軽視し、大国に媚びる態度に変わってしまった。「以前のような国際主義のアメ

リカはもう帰ってこない」という諦観に立って、国際秩序や平和を考えざるを得ない状況

にある。三牧氏は、戦後 80 年続いた「アメリカの世紀」は終わったと説く。トランプ後、

米国がどうなるかは分からないが、米国盲従はもはやあり得ない。日本は主権を持つ国と

して、発言し、行動することが求められていることは、戦後 80 年の総括ではないか。 


